
(57)【要約】

【課題】処置具起上片を駆動するための部材が超音波内

視鏡検査の際に体内粘液等で汚染されないように構成す

ることができ、しかも腰の強い処置具であっても十分に

起上させる駆動力を得ることができる超音波内視鏡の処

置具起上装置を提供すること。

【解決手段】処置具起上片１５に第１の永久磁石１７を

取り付けると共に、挿入部１の基端側から進退操作され

る操作ワイヤ７の先端に第２の永久磁石１８を取り付け

てその部分を挿入部１の先端部分３内に可動に封止し、

第１の永久磁石１７の一方の磁極と第２の永久磁石１８

の他方の磁極とを隔壁１９を間に挟んで対向配置した。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 被 検 部 の 超 音 波 断 層 像 を 得 る た め の 超 音 波 走 査 部 と 被 検 部 の 表 面 の 光 学 観 察 像 を 得 る た
め の 光 学 観 察 部 と が 併 設 さ れ た 超 音 波 内 視 鏡 の 挿 入 部 の 先 端 部 分 に 、 上 記 挿 入 部 内 を 通 過
し た 処 置 具 の 突 出 方 向 を 上 記 挿 入 部 の 基 端 側 か ら の 遠 隔 操 作 に よ り 制 御 す る た め の 処 置 具
起 上 片 が 可 動 に 設 け ら れ た 超 音 波 内 視 鏡 の 処 置 具 起 上 装 置 に お い て 、
　 上 記 処 置 具 起 上 片 に 第 １ の 永 久 磁 石 を 取 り 付 け る と 共 に 、 上 記 挿 入 部 の 基 端 側 か ら 進 退
操 作 さ れ る 操 作 ワ イ ヤ の 先 端 に 第 ２ の 永 久 磁 石 を 取 り 付 け て そ の 部 分 を 上 記 挿 入 部 の 先 端
部 分 内 に 可 動 に 封 止 し て 、 上 記 第 １ の 永 久 磁 石 の 一 方 の 磁 極 と 上 記 第 ２ の 永 久 磁 石 の 他 方
の 磁 極 と を 隔 壁 を 間 に 挟 ん で 対 向 配 置 し 、 上 記 操 作 ワ イ ヤ で 上 記 第 ２ の 永 久 磁 石 が 移 動 操
作 さ れ る と 、 上 記 第 １ の 永 久 磁 石 が 上 記 第 ２ の 永 久 磁 石 に 追 随 し て 移 動 す る こ と に よ り 上
記 処 置 具 起 上 片 が 動 作 し て 上 記 処 置 具 の 突 出 方 向 が 変 化 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る
超 音 波 内 視 鏡 の 処 置 具 起 上 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 処 置 具 起 上 片 が 上 記 挿 入 部 の 先 端 部 分 に 回 動 自 在 に 支 持 さ れ て い て 、 上 記 第 １ の 永
久 磁 石 が そ の 磁 極 中 心 線 を 上 記 処 置 具 起 上 片 の 回 転 中 心 軸 に 対 し て 平 行 方 向 に 向 け て 上 記
処 置 具 起 上 片 に 取 り 付 け ら れ て い る 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 内 視 鏡 の 処 置 具 起 上 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 挿 入 部 の 先 端 部 分 に 、 上 記 処 置 具 起 上 片 の 回 動 中 心 軸 を 中 心 と す る 円 弧 状 に 上 記 第
２ の 永 久 磁 石 を 案 内 す る 案 内 溝 が 形 成 さ れ て い る 請 求 項 ２ 記 載 の 超 音 波 内 視 鏡 の 処 置 具 起
上 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 被 検 部 の 断 層 像 を 得 る た め の 超 音 波 走 査 部 と 被 検 部 の 表 面 の 光 学 観 察 像 を
得 る た め の 光 学 観 察 部 と が 挿 入 部 の 先 端 部 分 に 併 設 さ れ た 超 音 波 内 視 鏡 の 処 置 具 起 上 装 置
に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 超 音 波 内 視 鏡 は 一 般 に 、 光 学 観 察 部 で 得 ら れ る 光 学 観 察 像 を 観 察 し な が ら 挿 入 部 の 先 端
を 体 内 の 目 標 部 位 に 誘 導 し て 、 目 標 部 位 に 達 し た ら そ こ で 超 音 波 プ ロ ー ブ に よ り 臓 器 等 の
超 音 波 断 層 像 を 得 る と い う 使 い 方 が さ れ る が 、 さ ら に 、 穿 刺 針 等 の よ う な 処 置 具 を 適 切 に
誘 導 す る た め に 、 挿 入 部 の 先 端 部 分 に 処 置 具 起 上 片 が 設 け ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献
１ ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ９ － ８ ４ ７ ４ ７
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 述 の よ う な 従 来 の 超 音 波 内 視 鏡 に お い て 、 処 置 具 起 上 片 の 操 作 は 挿 入 部 内 に 挿 通 さ れ
た 操 作 ワ イ ヤ を 介 し て 行 わ れ る が 、 そ の よ う な 操 作 ワ イ ヤ は 超 音 波 内 視 鏡 検 査 の 際 に 体 内
粘 液 等 の よ う な 汚 液 が 浸 入 し て 汚 染 さ れ る の で 、 超 音 波 内 視 鏡 検 査 終 了 後 に 十 分 な 洗 浄 消
毒 を 行 う 必 要 が あ り 保 守 管 理 が 非 常 に 面 倒 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 、 例 え ば 処 置 具 起 上 片 を 鉄 等 の 磁 性 体 で 形 成 し て 、 そ の 処 置 具 起 上 片 に 対 向 す る
挿 入 部 の 先 端 部 分 内 に 永 久 磁 石 を 可 動 に 封 止 し 、 挿 入 部 の 基 端 に 連 結 さ れ た 操 作 部 側 か ら
操 作 ワ イ ヤ を 進 退 操 作 し て 永 久 磁 石 を 移 動 さ せ る こ と に よ り 処 置 具 起 上 片 が 動 作 す る よ う
に す る こ と が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し 、 鉄 等 の 磁 性 体 で 形 成 さ れ た 処 置 具 起 上 片 を 、 挿 入 部 の 先 端 部 分 を 構 成 す る 隔 壁
を 間 に 挟 ん で 永 久 磁 石 の 吸 引 力 で 引 き 付 け て 駆 動 す る 構 造 で は 、 処 置 具 が カ テ ー テ ル 等 の
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よ う な 腰 の 弱 い も の の 場 合 に は 問 題 が な い が 、 密 着 巻 き の コ イ ル パ イ プ 等 が シ ー ス と し て
用 い ら れ た 腰 の 強 い も の の 場 合 に は 、 磁 力 に よ る 吸 引 力 が 不 足 し て 処 置 具 起 上 片 が 永 久 磁
石 の 動 き に 追 随 せ ず 、 処 置 具 を 起 上 さ せ る こ と が で き な い 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 処 置 具 起 上 片 を 駆 動 す る た め の 部 材 が 超 音 波 内 視 鏡 検 査 の 際 に 体 内 粘
液 等 で 汚 染 さ れ な い よ う に 構 成 す る こ と が で き 、 し か も 腰 の 強 い 処 置 具 で あ っ て も 十 分 に
起 上 さ せ る 駆 動 力 を 得 る こ と が で き る 超 音 波 内 視 鏡 の 処 置 具 起 上 装 置 を 提 供 す る こ と を 目
的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 超 音 波 内 視 鏡 の 処 置 具 起 上 装 置 は 、 被 検 部 の 超 音
波 断 層 像 を 得 る た め の 超 音 波 走 査 部 と 被 検 部 の 表 面 の 光 学 観 察 像 を 得 る た め の 光 学 観 察 部
と が 併 設 さ れ た 超 音 波 内 視 鏡 の 挿 入 部 の 先 端 部 分 に 、 挿 入 部 内 を 通 過 し た 処 置 具 の 突 出 方
向 を 挿 入 部 の 基 端 側 か ら の 遠 隔 操 作 に よ り 制 御 す る た め の 処 置 具 起 上 片 が 可 動 に 設 け ら れ
た 超 音 波 内 視 鏡 の 処 置 具 起 上 装 置 に お い て 、 処 置 具 起 上 片 に 第 １ の 永 久 磁 石 を 取 り 付 け る
と 共 に 、 挿 入 部 の 基 端 側 か ら 進 退 操 作 さ れ る 操 作 ワ イ ヤ の 先 端 に 第 ２ の 永 久 磁 石 を 取 り 付
け て そ の 部 分 を 挿 入 部 の 先 端 部 分 内 に 可 動 に 封 止 し て 、 第 １ の 永 久 磁 石 の 一 方 の 磁 極 と 第
２ の 永 久 磁 石 の 他 方 の 磁 極 と を 隔 壁 を 間 に 挟 ん で 対 向 配 置 し 、 操 作 ワ イ ヤ で 第 ２ の 永 久 磁
石 が 移 動 操 作 さ れ る と 、 第 １ の 永 久 磁 石 が 第 ２ の 永 久 磁 石 に 追 随 し て 移 動 す る こ と に よ り
処 置 具 起 上 片 が 動 作 し て 処 置 具 の 突 出 方 向 が 変 化 す る よ う に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 な お 、 処 置 具 起 上 片 が 挿 入 部 の 先 端 部 分 に 回 動 自 在 に 支 持 さ れ て い て 、 第 １ の 永 久 磁 石
が そ の 磁 極 中 心 線 を 処 置 具 起 上 片 の 回 転 中 心 軸 に 対 し て 平 行 方 向 に 向 け て 処 置 具 起 上 片 に
取 り 付 け ら れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 挿 入 部 の 先 端 部 分 に 、 処 置 具 起 上 片 の 回 動 中 心 軸 を 中 心 と す る 円 弧 状 に 第 ２ の 永
久 磁 石 を 案 内 す る 案 内 溝 が 形 成 さ れ て い て も よ い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 操 作 ワ イ ヤ と そ の 先 端 の 第 ２ の 永 久 磁 石 と が 挿 入 部 の 先 端 部 分 内 に 可
動 に 封 止 さ れ て い る の で 、 操 作 ワ イ ヤ が 超 音 波 内 視 鏡 検 査 の 際 に 体 内 粘 液 等 で 汚 染 さ れ ず
、 し か も 、 処 置 具 起 上 片 に 第 １ の 永 久 磁 石 が 取 り 付 け ら れ て 両 永 久 磁 石 が 隔 壁 を 間 に 挟 ん
で あ い 対 向 し て 配 置 さ れ て い る の で 、 腰 の 強 い 処 置 具 で あ っ て も 処 置 具 起 上 片 に よ り 十 分
に 起 上 さ せ る 駆 動 力 を 得 る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 被 検 部 の 超 音 波 断 層 像 を 得 る た め の 超 音 波 走 査 部 と 被 検 部 の 表 面 の 光 学 観 察 像 を 得 る た
め の 光 学 観 察 部 と が 併 設 さ れ た 超 音 波 内 視 鏡 の 挿 入 部 の 先 端 部 分 に 、 挿 入 部 内 を 通 過 し た
処 置 具 の 突 出 方 向 を 挿 入 部 の 基 端 側 か ら の 遠 隔 操 作 に よ り 制 御 す る た め の 処 置 具 起 上 片 が
可 動 に 設 け ら れ た 超 音 波 内 視 鏡 の 処 置 具 起 上 装 置 に お い て 、 処 置 具 起 上 片 に 第 １ の 永 久 磁
石 を 取 り 付 け る と 共 に 、 挿 入 部 の 基 端 側 か ら 進 退 操 作 さ れ る 操 作 ワ イ ヤ の 先 端 に 第 ２ の 永
久 磁 石 を 取 り 付 け て そ の 部 分 を 挿 入 部 の 先 端 部 分 内 に 可 動 に 封 止 し て 、 第 １ の 永 久 磁 石 の
一 方 の 磁 極 と 第 ２ の 永 久 磁 石 の 他 方 の 磁 極 と を 隔 壁 を 間 に 挟 ん で 対 向 配 置 し 、 操 作 ワ イ ヤ
で 第 ２ の 永 久 磁 石 が 移 動 操 作 さ れ る と 、 第 １ の 永 久 磁 石 が 第 ２ の 永 久 磁 石 に 追 随 し て 移 動
す る こ と に よ り 処 置 具 起 上 片 が 動 作 し て 処 置 具 の 突 出 方 向 が 変 化 す る よ う に す る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 す る 。
　 図 ４ は 超 音 波 内 視 鏡 の 全 体 構 成 を 示 し て お り 、 可 撓 性 の 挿 入 部 １ の 先 端 部 分 に 遠 隔 操 作
に よ り 屈 曲 す る よ う に 湾 曲 部 ２ が 設 け ら れ 、 そ の 湾 曲 部 ２ の 先 端 に 先 端 部 本 体 ３ が 連 結 さ
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れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 挿 入 部 １ の 最 先 端 部 分 で あ る 先 端 部 本 体 ３ の 先 側 半 部 は 被 検 部 の 超 音 波 断 層 像 を 得 る た
め の 超 音 波 走 査 部 ３ ａ に な っ て い て 、 先 端 部 本 体 ３ の 後 側 半 部 は 被 検 部 の 表 面 の 光 学 観 察
像 を 得 る た め の 光 学 観 察 部 ３ ｂ に な っ て い る 。 Ｕ は 超 音 波 走 査 部 ３ ａ に よ る 超 音 波 走 査 範
囲 、 Ｖ は 光 学 観 察 部 ３ ｂ に よ る 光 学 観 察 範 囲 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 挿 入 部 １ 内 に は 、 処 置 具 類 を 通 す た め の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル ４ が 全 長 に わ た っ て 挿 通
配 置 さ れ て い て 、 そ の 入 口 は 挿 入 部 １ の 基 端 に 連 結 さ れ た 操 作 部 ５ と 挿 入 部 １ と の 連 結 部
付 近 に 配 置 さ れ 、 出 口 は 先 端 部 本 体 ３ の 光 学 観 察 部 ３ ｂ に 設 け ら れ て い る 。 Ａ は 、 先 端 部
本 体 ３ か ら の 処 置 具 の 突 出 方 向 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 そ の よ う な 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル ４ の 出 口 部 分 に は 、 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル ４ 内 を 通 過
し た 処 置 具 の 突 出 方 向 を 制 御 す る た め の 後 述 す る 処 置 具 起 上 片 が 配 置 さ れ 、 処 置 具 起 上 片
の 動 作 を 遠 隔 操 作 す る た め の 操 作 ワ イ ヤ ７ が 挿 入 部 １ 内 に 全 長 に わ た っ て 挿 通 配 置 さ れ て
い る 。 操 作 ワ イ ヤ ７ は 、 操 作 部 ５ に 配 置 さ れ た 起 上 片 操 作 レ バ ー ６ に よ っ て 進 退 操 作 さ れ
る 。 ８ は 、 湾 曲 部 ２ の 屈 曲 操 作 を 行 う た め の 湾 曲 操 作 ノ ブ で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ５ は 挿 入 部 １ の 先 端 部 分 の 斜 視 図 で あ り 、 １ １ は 、 超 音 波 走 査 部 ３ ａ の 側 面 に 配 置 さ
れ た コ ン ベ ッ ク ス タ イ プ の 超 音 波 プ ロ ー ブ で あ る 。 た だ し 、 本 発 明 は ど の よ う な タ イ プ の
超 音 波 プ ロ ー ブ が 用 い ら れ た 超 音 波 内 視 鏡 に も 適 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 光 学 観 察 部 ３ ｂ の 先 端 部 分 に 形 成 さ れ た 斜 面 に は 光 学 観 察 の た め の 光 像 を 取 り 入 れ る 観
察 窓 １ ２ と 照 明 光 を 放 射 す る 照 明 窓 １ ３ と が 並 ん で 配 置 さ れ て お り 、 観 察 窓 １ ２ 内 に は 対
物 光 学 系 等 が 配 置 さ れ 、 照 明 窓 １ ３ 内 に は 照 明 用 ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ バ ン ド ル の 射 出 端
部 が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 １ ４ は 、 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル ４ の 出 口 に あ た る 処 置 具 突 出 口 で あ り 、 観 察 窓 １ ２ と 並
ん で 光 学 観 察 部 ３ ｂ の 斜 面 に 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 例 え ば 内 視 鏡 用 注 射 具 等 の よ う な
処 置 具 ５ ０ が 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル ４ に 通 さ れ た 時 に そ の 先 端 部 分 の 突 出 方 向 を 矢 印 Ｂ で
示 さ れ る よ う に 制 御 す る た め の 処 置 具 起 上 片 １ ５ が 、 処 置 具 突 出 口 １ ４ 内 に 配 置 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 処 置 具 起 上 片 １ ５ は 、 そ の 部 分 の 側 面 断 面 を 図 示 す る 図 ２ と 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 先
端 部 本 体 ３ に 取 り 付 け ら れ た 支 軸 １ ６ を 中 心 に 回 動 す る こ と が で き る よ う に 処 置 具 突 出 口
１ ４ 内 に 配 置 さ れ て い て 、 処 置 具 が 沿 う た め の 処 置 具 案 内 面 １ ５ ａ が 上 面 側 に 形 成 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 処 置 具 起 上 片 １ ５ に は 、 平 面 断 面 を 図 示 す る 図 １ に も 示 さ れ る よ う に 第 １ の 永 久 磁 石 １
７ が 固 着 さ れ て い る 。 第 １ の 永 久 磁 石 １ ７ は 、 磁 極 中 心 線 （ 即 ち 、 Ｓ 極 の 中 心 と Ｎ 極 の 中
心 と を 結 ぶ 線 ） が 支 軸 １ ６ と 平 行 に な る 向 き に 、 処 置 具 起 上 片 １ ５ を 側 方 に 貫 通 す る 状 態
に 処 置 具 起 上 片 １ ５ に 取 り 付 け ら れ て 固 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 そ し て 、 操 作 ワ イ ヤ ７ の 先 端 に は 第 ２ の 永 久 磁 石 １ ８ が 固 着 さ れ て い る 。 第 ２ の 永 久 磁
石 １ ８ は 、 磁 極 中 心 線 が 第 １ の 永 久 磁 石 １ ７ の 磁 極 中 心 線 と 略 真 っ 直 ぐ に な る 向 き に 配 置
さ れ て 、 第 ２ の 永 久 磁 石 １ ８ の Ｓ 極 が 第 １ の 永 久 磁 石 １ ７ の Ｎ 極 と 対 向 し て い る 。 た だ し
、 第 ２ の 永 久 磁 石 １ ８ の Ｎ 極 が 第 １ の 永 久 磁 石 １ ７ の Ｓ 極 と 対 向 す る よ う に 配 置 し て も よ
い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 第 ２ の 永 久 磁 石 １ ８ は 、 挿 入 部 １ が 体 内 に 挿 入 さ れ た と き に 体 内 粘 液 等 に 触 れ な い よ う
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に 先 端 部 本 体 ３ 内 に 可 動 に 封 止 さ れ て お り 、 第 １ の 永 久 磁 石 １ ７ と 第 ２ の 永 久 磁 石 １ ８ と
の 間 に は 先 端 部 本 体 ３ を 構 成 す る 隔 壁 １ ９ が 存 在 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 第 ２ の 永 久 磁 石 １ ８ は 、 隔 壁 １ ９ の 内 側 に 形 成 さ れ た 案 内 溝 ２ ０ 内 に 係 合 し て 案 内 溝 ２
０ に 案 内 さ れ る 状 態 に 配 置 さ れ て い る 。 図 ６ と 図 ７ は そ の 案 内 溝 ２ ０ 部 分 の 側 面 断 面 図 で
あ り 、 案 内 溝 ２ ０ は 支 軸 １ ６ を 中 心 と す る 円 弧 状 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 そ し て 、 操 作 ワ イ ヤ ７ の 進 退 に よ っ て 第 ２ の 永 久 磁 石 １ ８ が 移 動 操 作 さ れ る と 、 図 ６ 及
び 図 ７ に 示 さ れ る よ う に 第 ２ の 永 久 磁 石 １ ８ が 案 内 溝 ２ ０ に 沿 っ て 移 動 し 、 第 １ の 永 久 磁
石 １ ７ が 磁 力 に よ り 第 ２ の 永 久 磁 石 １ ８ に 追 随 し て 移 動 す る の で 、 処 置 具 起 上 片 １ ５ が 支
軸 １ ６ を 中 心 に 回 動 す る 。 そ の 際 に 、 第 １ の 永 久 磁 石 １ ７ と 第 ２ の 永 久 磁 石 １ ８ と は 常 に
あ い 対 向 し た 位 置 関 係 を 保 つ 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 実 施 例 の 超 音 波 内 視 鏡 の 処 置 具 起 上 装 置 に お い て は 、 図 ８ に 示 さ
れ る よ う に 、 処 置 具 突 出 口 １ ４ か ら 処 置 具 ５ ０ の 先 端 部 分 を 突 出 さ せ た ら 、 操 作 部 ５ に お
い て 処 置 片 操 作 レ バ ー ６ を 操 作 す る こ と に よ り 、 図 ９ に 示 さ れ る よ う に 処 置 具 起 上 片 １ ５
を 起 上 さ せ て 処 置 具 ５ ０ の 突 出 方 向 に 任 意 に 制 御 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 そ し て 、 処 置 具 起 上 片 １ ５ と 操 作 ワ イ ヤ ７ と は 、 第 １ の 永 久 磁 石 １ ７ と 第 ２ の 永 久 磁 石
１ ８ と の 吸 引 力 に よ っ て 強 力 に 磁 力 結 合 し て い る の で 、 処 置 具 ５ ０ の シ ー ス の 腰 が 強 く て
も 処 置 具 起 上 片 １ ５ を 確 実 に 起 上 動 作 さ せ る こ と が で き 、 ま た 、 操 作 ワ イ ヤ ７ と そ の 先 端
の 第 ２ の 永 久 磁 石 １ ８ は 先 端 部 本 体 ３ 内 に 封 止 さ れ て い る の で 、 超 音 波 内 視 鏡 検 査 の 際 に
体 内 粘 液 等 で 汚 染 さ れ な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 超 音 波 内 視 鏡 の 処 置 具 起 上 装 置 の 平 面 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 超 音 波 内 視 鏡 の 処 置 具 起 上 装 置 の 側 面 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 超 音 波 内 視 鏡 の 処 置 具 起 上 装 置 の 起 上 状 態 の 側 面 部 分 断 面 図 で
あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 超 音 波 内 視 鏡 の 全 体 構 成 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 超 音 波 内 視 鏡 の 挿 入 部 先 端 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 超 音 波 内 視 鏡 の 処 置 具 起 上 装 置 の 案 内 溝 部 分 の 側 面 部 分 断 面 図
で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 超 音 波 内 視 鏡 の 処 置 具 起 上 装 置 の 案 内 溝 部 分 の 起 上 状 態 の 側 面
部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 超 音 波 内 視 鏡 の 処 置 具 起 上 装 置 の 処 置 具 の 起 上 状 態 が 最 小 角 度
の 場 合 の 側 面 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 超 音 波 内 視 鏡 の 処 置 具 起 上 装 置 の 処 置 具 の 起 上 状 態 が 最 大 角 度
の 場 合 の 側 面 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 １ 　 挿 入 部
　 ３ 　 先 端 部 本 体 （ 先 端 部 分 ）
　 ３ ａ 　 超 音 波 走 査 部
　 ３ ｂ 　 光 学 観 察 部
　 ５ 　 操 作 部
　 ６ 　 起 上 片 操 作 レ バ ー
　 ７ 　 操 作 ワ イ ヤ
　 １ １ 　 超 音 波 プ ロ ー ブ
　 １ ２ 　 観 察 窓
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　 １ ３ 　 照 明 窓
　 １ ４ 　 処 置 具 突 出 口
　 １ ５ 　 処 置 具 起 上 片
　 １ ６ 　 支 軸
　 １ ７ 　 第 １ の 永 久 磁 石
　 １ ８ 　 第 ２ の 永 久 磁 石
　 １ ９ 　 隔 壁
　 ２ ０ 　 案 内 溝

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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